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草原の反骨詩人ドルジエマ

楊 海 英

1971年夏のある日。中国は文化大革命の真最中だった。小学校に入る前の私が一人で町の売店(供鈴機

に足を踏み入れた瞬間、「出て行け。この悪い階級の犬ヨロ !」、と店主に怒鳴られた。私は頭から殴られた

ように怖くなり、店から逃げ出した。この一幕を苦々しくじっと見ていた人がいた。内モンゴル自治区オ

ルドス地域の詩人ドルジエマ(Dttinima,71歳 ,扉写動であった。

2003年 7月 26日 。私はオルドス市西部のスゥルデ0ソム(Sulde sumu)の シャルリク(もarliY,Sir‐a Ehge)

という町で詩人と再会した。私たちは一緒に文化大革命期(1966・70のさまざまな出来事を振り返った。当

時の我が家は、搾取階級の「牧主」Gnal‐un tten)に 分類されていたため、「貧牧」や「貧農」階級の人々か

ら激しい批判闘争を受けていた。「悪い階級の大コロ」とされた私は 9歳になるまで学校に入れなかった。

どこの学校も受け入れてくれなかったのである。このような現象を小学校の教師となっていた詩人ドルジ

エマも静かに傍観するしかなかった。「全人類の解放」を標榜していた共産党であるが、「搾取階級」とさ

れた人々は、教育を受ける基本的な権利さえ剥奪されていたのである。

文化大革命中の内モンゴル自治区には約 200万人弱のモンゴル族が居住していた。1930年代から民族の

自立のために戦つてきたモンゴル族のエリートたちはほとんど例外なく「反国家的、分裂主義的な内モン

ゴル人民革命党成員」とされた。控えめな公式見解によると,34万 6千人が冤罪を蒙り、1万 6200人が

殺害されたとされている(楊 1995:190。 モンゴル人の多くは文化大革命を通して、中国という国家の本

質を理解したのである。

私が幼少のころから経験した文化大革命という特殊な社会主義時代を、詩人ドルジエマはさまざまな角

度から描いてきた。その作品を読んで深い感銘を受けた私は、詩人の詩をより多くの人々に読んでもらお

うと考えた。これらの作品に貫かれている精神は決して個別の人間の私的な体験に基づくものではない。

モンゴル族が、民族として経験した、史上稀有な災難から得た教訓である。そのような貴重な経験を記録

として残そうと、私は詩人の作品 80首を世に公開することにしたのである。

彼は 1969年 10月 26日 に「類難な日々に」(BerkesサeLi Edtr‐ id・tt,No,1)と いう詩を書いている。そ

れには次のような内容がある。

Sinid‐ tiln saran‐ u gerel doura bodulY‐ a bodun

新月の光の下で思いに浸り、

Sin‐o kereg‐ td tei kergin tululduqu‐ メ

「新生事物」といかに戦うかを

Sirege elgidtti biこ h btigseger sё nitth

机に伏して考えているうちに夜が更け

SiYaran tuttu ёnggeregekiilⅢ berjOriY SiYudba:

試練に耐える決心を新たにする。

-1-



Ongeregsen kereg‐ 0こe surYamJi diilngndtil

「lE社会」から教訓を汲み取り

Osiyeten tei tuluduYSan te饉cyitemdoglttt

「階級の敵」と戦つた歴史を書き記し、

Ober‐ in ktilmtiln yaYttu tuSalaYSan¬ n sanaYaこ ilan

「同志」がいかに協力したかを思い起こし

Oger・ 0 0tOgedyattu qOurlaYSan‐yi temdelen‐ o

「敵人」がどのように害をもたらしたかを記録する。

Silnntils‐ tiln dotur‐ a qonuY edir Onggergttt

「牛鬼蛇神」のあいだで昼夜を過ごし

Soliyatu mayaY‐ iyar bey・ o jasanこ aY Onggergen

発狂したかのように振舞ってわが身を守る。

Soninjigtei tiigdOl‐ td…i angqarun

未曾有の事件を目の当たりにし

Sinuq五 こidktr‐ nd kergin yaYaltiqu・ yi ttil‐ o

檸猛な鬼怪どもの跳梁をこの日で見てきた。

申国共産党は 1949年以前の時代を「l日社会」と断定し、それを徹底的に破壊した上で社会主義を建設し

ようとした。「階級の敵」とされて打倒された人々は「牛鬼蛇神」と呼ばれていた。易姓革命で王朝交替が

激しい中国の漢入社会では人々も運動を容易に受け入れただろうが、昔から調和社会だった遊牧民のモン

ゴル人にとっては、とてもついていけない政治的な潮流であつた。詩人もすべてのモンゴル人と同様に困

惑した日々 を送っていたことが読み取れよう。

詩人ドルジニマはトゥクチンという父系親族集団(TuYこin obuりに属し、1950年以前はウーシン旗のチャ

ハル・ハラーの牧民だつた。このチャハル0ハラーの人々は 17世紀前半、つまり満洲人の後金国が勃興し、

モンゴルが没落していく転換期にモンゴル最後の大ハーン、リクダン・ハーンについてオルドスに移住し

てきた人たちの子孫である(楊 2004:178‐ 190。 チャハル・ハラーの人たちはいわば、大ハーン直属の領民

の後裔である。

詩人ドルジエマもモンゴル人として、往時の歴史を忘れることはなかつた。1999年 6月 18日、自治区

の首府フフホト市にいた彼は「祖先チンギス」(Ebige Oinggis,No.50と いう詩を書き、次のように歴史を

回顧している。

Osiyeten man口碑s simnts¨ nd‐ i

仇敵の悪魔どもを

-2-



Olmei dOura‐ ban kesikigsen

御脚で踏み潰し

0こi badaraYSan bilig‐ un nldiil‐ ber

ほまれを放つ知恵ある御眼にて

OHうilang delekei‐ yi baraYalaYSan

宇宙世界を治めた。

Xbriilsttiil delekei・ yln qadaこ ilaYu"yl

地球上のありとあらゆる岩石を

Ktillig‐ in taYurai・ bar niこilaYSan

駿馬の鉄蹄で踏み潰し

Kiilmun arad‐ un mangld boluYSan

あまねく人々の指導者となった

Kuこnilrkeg boYaa ёinggiS QaYan

偉大な統率力を持つチンギス・ハーン。

Oditi sumun jebseg‐ iyer

羽ある弩弓にて

0壼ilang delekei‐ yi dongsulYaYSan

世の中を震撼させ

Ubvdis tu sidi‐ yin qubiYan

法の生まれ変わりとして

C)lan ulus・ udi daYaYuluYSan

行き渡る国々を支配に置いた(チンギス・ハーン)。

Delekei‐diil aldartai 14ongYOl ktilmis

世界にその名を知られるモンゴル人には

Tngri・ yin jiyaYan・u odutai

天の御加護がついている。

Tngrilig boYda 6inggiS QaYan

天の御子たるチンギス・ハーンには

Tarni‐メn sidi amialtai.

陀羅尼の神霊が宿つている。

1990年代の中国は経済重視の政策が実施され、人々は文化や歴史にもはや関心を示さなくなった。この

ような時期において、詩人は歴史を想起させる文を仕立て、過去を忘却しないよう、呼びかけている。
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もう一つ、書いた年代を明示していない「アルタン・ガンダリ」CAltan「 andiム No.58)と いう詩がある。

オル ドスのアルタン・ガンダリという高地に置いてあるチンギス・ハーンの祭殿八自宮に対する尊崇の気

持ちを丁寧に綴つている。

AlaY nidiiln degen baralaqu

まそいの眼に映る

Altan Yandir

アルタン・ガンダリ。

AyulYaYこ iこigejin degё n boduqu‐ du

鼓動する心に宿る

Altan Yandir

アルタン0ガ ンダリ。

AyalaYu kO画 im degen egesiglekt‐ du

旋律ある楽器に響く

Altan Yandir

アルタン0ガ ンダリ。

Arad‐ un daYuu daYan da口 aqu‐du

民謡の歌詞になる

Altan Yandir

アルタン・ガンダリ。

QuYur baribal Altan Yandir ked

胡琴を奏でる時はアルタン・ガンダリだよ、と

Abu mini kingginegildeg

父親は高らかに謳つていた。

QungdaY‐ a ergtilbel Altan Yandir ked

盃を捧げる時はアルタン・ガンダリだよ、と

町i miniirigedeg

母親はいつも献上していた。

QOlbuY‐ a biこibel Altan Yandir ked

詩文を綴るならばアルタン・ガンダリだよ、と

Aq‐ a mini maYtadaY

兄は常に称えていた。

QOrim nayr degere Altan Yandir ked

宴の時もアルタン・ガンダリだよ、と

NOktild lnini daYulaこ aYan‐a
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友らはいつも歌っていた。

SaYaliё id・ un saYulY‐ a tai stil‐ diil

乳製品作りの遊牧民の(白き)乳 に

Degtti ni bⅢ daY

(アルタン・ガンダリに)捧げる幸がある。

SaraYul tal‐ a‐yln ktilliilg‐ iiln stilrig‐ tiil

広漠に満ちる駿馬の群れに

Kesig ni bayidaY

(アルタン・ガンダリに)差し上げる幸がある。

Say‐a bum MongYOlこud‐ un jiriken‐ dtil

百万十万のモンゴル人の心の中に

Siillde ni bayidaY

心霊が宿る(アルタン・ガンダリの)軍神がある。

Oligi saylqan Obiilr MOngYOl‐ un

揺藍たる故郷内モンゴルの

Ehgen deger… e

ふところの上に

Ongge gilbaY‐ a‐ban saこura口un

光り輝いて

BaylJu

いる(アルタン 0ガンダリ)。

Oger… e busud tegen ingkatil

異民族にこんなにも

Darulaqu‐メ

惨く扱われるのを                                   1

oこninenこ nil ktilliyekt iilgiili

少しも認めないよう

a temeこ in_e

あなた、(アルタン 0ガンダリは)戦う。

「異民族にこんなにも惨く扱われるのを」、誰が予想したのだろうか、これは詩人の素直な気持ちの表れ

であろう。ある一つの民族が異なる国家に分断されるのは、ほかにも例がある。しかし、「内モンゴル人民
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革命党」事件のように、民族のエリートが根こそぎ粛清されるような政治運動は、申国の文化大革命を除

いて類例はなかろう、と詩人が語っていた。

ドルジエマが小さかったころ、その一家はウーシン旗西部のボロクデー(Boru K饉 ege)という地に住んで

いた。ここはゲシクバト(Kesttbatu,1849‐ 1917)やアムルジャラガルCAmuttirYal,1870・ 1941)な ど著名な詩

人を輩出した場所である。

ドルジエマが 8歳だつた 1943年に、ソホル・バトサン(Soqor Batusan♪、つまり「眼の不自由なバト

サン」というオジがトリというところから彼の一家を頼つて近所に移つてきた。子どものドルジエマはソ

ホル・バトサンの「眼」となった。バトサンは「語り部」(i止geだDと して知られていた人物である。色々

な人に招かれて昔話や叙事詩を語る時、 ドルジエマはずっと付き添つていた。彼はオジの語りをほとんど

すべて覚えるようになった。のちに詩を書くようになったのも。このオジの影響が大きかった、と詩人は

認めている。詩の一部は本書に収めているが、物語や昔話類は、将来、別の機会に公表する予定である。

かつて、著名な詩人ゲシクバトには次のような詩文があつた(Qasbiligtu 1986つ 7)。

ウgni tgti kemedegこi tneger mergen jang

「ない」、「ない」と言い張るのは確かに賢い習性だ

胡en qaran samaYuradaY YaYこaこinu jang

見るみるうちに(人々を)離間させるのも、お前の習性だ

OdesiOruijabsarYarbaljolbingdadaYjang

夜な夜な(女を追つて)悪事を働くのは悪い習性だ

Ogen degen ktrdeg igtitere maYuqalJang

云つたことを守らないのも悪い習性だ。

詩人ドルジエマが1985年 10月 24日 に書いた「無題詩一 四つの悪い性格」(Sulaも■■gttiged― DOrben

MaYuqd Jang,No。 18)には次のような字句がある。

QOngginaqu ni qoYusun inaYuqaijang

調子に乗りすぎて弾むのは何の役にもたたない悪い習性だ

QObduYlaqu ni slnuqai maYuqaijang

狡賢く振舞うのもせこい、悪い習性だ

QOblaqu nijistr maYuqaijang

貪欲は陰湿な悪い習性だ

QOYurdaquこ aliY maYuqa■ Jang

何でもほしがるのもまた軽薄な悪い習性だ。
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最後はいずれも「悪い習性だ」、という一句で締め括つているのは、大詩人ゲシクバトの伝統を生かして

いるといえよう。

四

オルドス地域の西部は中国共産党の根拠地延安に近かったため、早くから同党の干渉と支配を受けてい

た。共産党の活動を制限しようと申華民国側も厳しい包囲網を敷いていたことから、板ばさみ状態にあっ

たオルドス・モンゴル族の多くは貧困の道をたどった。詩人ドルジエマー家もこうした時期に極貧となり、

物乞いに転落した。彼が 11歳、1946年のことだった。日中戦争も終了し、中国共産党は全面的内戦に突

入しようとしていた時期である。

やがて、中華民国の国民党は破れ、台湾へと去っていった。全国人民を「帝国主義と封建主義の圧制か

ら解放」した共産党はあらゆる国民に自らを「救いの星」と称えるよう強制した。しかし、建国後まもな

い 1958年からの人民公社の設立と1966年からの文化大革命など、政治運動が発動されるたびにも無数の

国民の死亡がもたらされた。1970年代前半、20年間の社会主義を経験した詩人は「無題三首」(Sula Silig

「
urbanQolbOY‐a,No.3)と いう詩を書いている。それには次のようにある。

“Amidu burqan"kttnilこ aY lmaYta stsiglegsen tt

「活き仏」だと、ずっと敬つてきたけれど

Ami bey・O mini∞ nuJn daYusqu slqaluY“ a

命と体が消滅されそうになった。

“Abura平うi Odun"kttt Orlige ndesi sitigsenこ ■

「救いの星」だと、朝にも晩にも崇拝してきたけれど

Ayil er」《e mini busnlu saniqu OyirtulY¨a

家も壊され、家族も散り散りになった。

Ststgleji situgsen mini yambar tusa

信仰し、崇拝したにもかかわらず何の役に立ったのか 
´

Str ttigilin tamu ttigilkt‐ yi ken sanaluY・ a

かえつて威圧され、虐待されるのを誰が想像したか
'

St SiYこ aYan sedkelten MongYOlこ ud‐ i

乳の如き純自なモンゴル人たちを

Stilrtilg‐ iyer tonilYaqu ni kttiy‐e YaruluY‐a

民族ごと抹消しようと、史上にあったことか?

QaYas tutaYu toYuluYSan

半端に綴る

MOngYOl‐ un qaYan‐ uこadig‐ i
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大ハーンのモンゴルの歴史を

QamiY‐ a‐ aёa kttiy‐00町u

いずこから、いつから

Sudulaqu‐yi bi tliil inedbmtili

学ぶべきかを私は分からない。

Qamtu naylJi‐メn siduntt Sedkel ba

同志の実直な思いと

ウnen del珂 ilge・ dt

真摯な支えに

QalaYun sedkel‐ eこo ba ktsttnil

私は熱い心を沸騰させ

Unen sanaYa‐ aёa Yumudamui

真心から悲しんでいる。

歴史的にずっと政争と戦乱に明け暮れていた中国の漢人たちに比べると、モンゴル人は確かに不器用で、

「乳の如き純自」だった、と詩人は理解している。「十七年教育」という言葉があるが、これは1949年 の

中華人民共和国成立期から1966年 の文化大革命発動までの、社会主義思想教育を指す。この十七年間にわ

たる洗脳の結果、モンゴル人も個人崇拝の隊伍に加えられた。朝に晩に「偉大な領袖、救いの星たる毛沢

東」の偶像に思想を報告し、指示を乞うように行動していた。民族独自の歴史を子どもたちに教える権利

も奪われたことに、詩人は教師として、強い危機感を抱いてきたのである。

五

文化大革命中、「偉大な領袖」毛沢東は次から次へと側近たちを粛清していった。最後には「八億の人民

の中から選び出された後継者」林彪も危機感を抱くようになり、飛行機で外国逃亡を図つた。しかし、不

運の林彪の夢もモンゴル人民共和国の上空に散ったとされている。1972年 9月 13日のことである。中国

の人たちはこのような大事件を軽々しく「九・一三事件」と表現する。いかにも政治闘争に慣れた民族ら

しい言い回しだ。

林彪事件の後、中国とくに北部中国の内モンゴル自治区はソ連の進攻を受けるのではないかという恐怖

に包まれていた。軍隊だけでなく、予備役もすべて動員されていた。こうした緊張の中、1973年 1月 10

日、詩人は「戦火の危険」(D響缶‐uハ円1,No。 2)という詩を書き残している。そこには以下のような危惧が

現れている。

OYturaYui‐ dur tngri‐ yln utaY‐ a ebgiilrildtiln bosbasu

空に天高く濃煙が巻き上がり

AYula tal‐ a.YOul.mё ren‐ e nktildel kegnilr digtrtiln‐ e
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山野と河川は屍で満ちる。

UruY amaraY Sadun tOrtill iilndiilstil tasuran sarnttu

恋人同士が別れ、家族が離散し、

Egiilde YOlumta‐ yl sakin jalYamJilaqu kiilmiln tilgti             :

家の命脈を守る者もなくなる。

Tngh・yi nurYan Yttari balbaこ aqu‐y■ bidan kiilsedeg iilgiili

蒼天を壊し、大地を切り拓くのを我々は望まない                 .    `1

Delokei dayaYar niYtaran bё lkimdokt‐ yi bidan kisedeg

この世に生きる者すべての仲良く暮らすのを我々は望む。

Temeこin dayilaldttu jadaran sarniqu‐ yi bidan kt五 yeldeg igti

戦つて離散していくのを我々は望まない

Tbbsiren bё kiilmd● til qamtubar uruYSilaqu¬凰bidan ktriyeln‐ e.         、

寛容と平和に未来に向かうのを我々は望む。

詩人は若かったころに 1940年代の動乱を経験しているので、そのような戦禍に再び巻き込まれるのでは

ないか、・と心配している。北京の政治家同士の軋礫が庶民に与えた影響がいかに大きかったかを知る上で、

重要な資料である。

ハ

すでに冒頭で触れたように、我が家のような搾取階級「牧主」身分の人たちは文化大革命中に例外なく

「打倒」されていた。詩人ドルジエマは被搾取階級の「貧牧」の出身だつたが、それでも彼は批判闘争か

ら免れることはなかった。彼に冠された罪は、「反動的で、臭い知識人」だった。モンゴル語の古い写本や

モンゴル人民共和国で出版された書物を大量に所有し、読んでいたのが罪証となったのである。

同じ社会主義国家であるとはいえ、中国はモンゴル人民共和国を「蒙修」すなわち「モンゴル修正主義

国家」と呼んでいた。しかし、これはあくまでも建前であって、内モンゴル自治区のモンゴル人がモンゴ

ル人民共和国に心が傾いているのではないか、と疑っていたのが本音である。こうした背景のもと、彼も

人民大衆による批判大会でつるし上げられるようになったのである。

1968年 4月 28日 に受けた批判闘争を、詩人は 1980年 4月 28日から5月 15日 にかけて、「日記」

KTemdegleDの 形で振り返っている。その中には「凶暴と冤罪」(Kerこigeyilel ba Kilis,No.12)という●首が

ある。

Kttti sidam ba五YSan soLYai ke10tei kettige,こ nd

ショベルと根棒を手にし、訛ったモンゴル語を話す凶暴な連中が

GttirkeLs kereg‐ i bOYda qan tres・ ti nOmurgeged
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冤罪と虐殺を聖なる大ハーンの子孫に働いた。

Kimin・ i bisi aduYusan・uk餞可iこalang kerglogteged

人間ではなく畜生どもが

焔脇 tng五‐yin douraki amidu・ yin tamu‐ュ uJigilbei

蒼天の下の衆生を虐待に虐待を重ねた。

Urangq饉 kO巧 ile Ogutti mOrui tayaY‐ iyanこireldigsen

ぼろぼろのフトンを背負い。歪んだ杖を弓1きずった

Urdu Jng‐in YuqaraYCidkttt ket均 がlle nOmuqan slY

南からの漢人どもは、(最初は)おとなしそうな顔をしてくる。

UYuYSan usun daYan siglJii uY‐ iyan inartaYSan soLYayiこ ud a

(やがては)飲んだ水に小便をかけ、恩人に牙を向けるようになるものだ。

Udum tord‐ iyon koむ可t ttuYurun te」 b・yi sana_Ydun

そのような歴史を忘れずに、民族と家族を守ろう。

文化大革命中にモンゴル人に迫害を加えたのは、その大半が漢人だったという証言がたくさんある。表

向きは「階級闘争」を謳っているが、その実態は漢人がモンゴル人をリンチするような、「民族間闘争」の

性格が強い。このような漢人のほとんどは 1950年、すなわち「解放前」に内モンゴルに入殖してきた者で

ある。貧乏な彼らは「ぼろぼろのフトンを背負い」、生活の戦略として「訛ったモンゴル語」を話し、「(最

初は)おとなしそうな顔をして」いた、とモンゴル人側にはそのように見えていた。文化大革命の嵐が到来

すると、状況は一変した。彼らはまるで復讐するかのように、「飲んだ水に小便をかけ、恩人に牙を向ける

ように」変つたのである。

あまりにも長く続いた災難を詩人は 1980年 11月 26日 に、次のように総括している。それは「かくの

ごとき十年」(Eyimt Arban Jil,No.11)と いう詩である。

Gerel lgiil鵬 i tgti arban jil

光も温かみもない十年

Ke“g tilgti tusa ngnili arbanJil

無駄に浪費した十年.

Ko丘gtill mttYan kemJlye tgti arbanjil

内紛と内乱が絶えなかった十年

Kelis kereg tngri tuluYSan arban jil

冤罪が世に溢れた十年

巧u nililedbiilrilel ebderegsen arban jil

なりわいが廃れた十年。
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AsiY OrulY・a qasuYdaYSan arban jil

収入も金もなかった十年

Amu budaY‐ a qunyalta ngniLi arban jil

穀物も食料もなかった十年

Arad irged yadaYuruYSan arban jil

民も百姓も飢えた十年

RIkumdel■giiLi qaYaこial‐ un arban jユ

和睦がなく、敵対しあつた十年

Bttegel igti ebdelge‐ yin arban jユ

生産がなく,破壊を繰り返した十年

Btilrlgtttil Stilidkegdegsen arban jil

浪費しつくした十年

Busaniiu samuYuraYSan arbanjil

まとまらずに乱れた十年。

Anggi boltilg qubiyaYdaYSan arban jil

階級と身分に分別された十年

AsiY O巧 a buLyalduYSan arban jil

既得利益を奪い合った十年

Alaldttu tululduYSan arbanjユ

殺し合いを繰り返した十年

Arasu nuq‐ a silburuYSan arban jil

心身ともに残忍を嘗めさせられた十年。

SurulY・ a ngnili kedyel tilgiili arbanjil

授業もなく勉強もない十年

Sudulul iilgti keclyel■ gtili arban Jil

研究もなく教育もない十年

Suyul igtisoqur bttd arbanjユ

文化もなく文盲続出の十年

Surtal igti mural igti arban jユ

教養もなくモラルもない十年。

文化大革命の十年間に対する、一モンゴル人の素直な心情の表れであろう。中国共産党も表向きは文化

大革命を否定する見解を1980年代に発表しているが、どこに原因があり、本質は何だったのかなどについ
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ては、きちんと清算していない、と大半の中国国民はそう理解している。2006年は文化大革命が発動され

た 40周年にあたるが、過去に関する言論を厳しく統制していることも、その一端の表れである。

七

内モンゴル自治区の中で、もっとも早くから中国共産党の過酷な支配を経験してきたとはいえ、オルド

ス地域の西部には 1980年代後半までは「モンゴルらしき文化」がまだ色濃く残っていた。沙漠化した草原

にはちらほらと家畜の影が見られ、道を行く人たちもモンゴル語で会話していた。ドルジエマもモンゴル

のすべての詩人と同じように、彼もモンゴル人が愛してやまない存在、馬に注目し、文墨を借しまなかっ

た。1987年 5月 、彼はモンゴルの馬を賞賛した詩(No.15,21)を 書いている。

こOY Sdde badaran訥 叫i

威風堂々たる

こOYこ a sayiqan bey‐ e tei

すらりとした体格をもつ(モ ンゴル馬)。

こuёaran saё uraYSan gerel tei

放射される太陽の光のごとく艶をもち

ё。lmun quus niditei

金星の如き両目を有する(モ ンゴル馬)。

珂in tng五 ÿin unaY‐ ak●■

聖なる蒼天から生まれた駿馬、という

Ergittiegsenこola tai

轟きの称号をもつ(モ ンゴル馬)。

Ejin Siilriilg tegen ibeg31 tei

自らの群れと故郷を愛し

Erdeni‐yin kdigino五

玉宝の如き駿馬たる(モ ンゴル馬)。

MOngY01 rnorin‐ uこidal

モンゴル馬の才能は

Muqusi nilgniLi yeke

尽きることなく無限だ。

Mo五 MongY01 qoyaYula

モンゴル馬とモンゴル人は、

Salusi tgui nlYta
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離れられない存在だ。

詩人が賞賛する「モンゴル馬」は、いまやオルドス西部の草原から完全に姿を消そうとしている(楊

2001)。 「モンゴルらしき」文化が消えつつあることを、民族の存亡に関わる重大事である、と詩人は理解

している。

八

モンゴルのほかのところと同じように、オルドス地域にもたくさんの寺院が草原に建っていた。信心深

いモンゴル人は寺に参拝し、僧侶らの読経に耳を傾けていた。寺院には医術の優れた僧もおり、病院のよ

うな機能も果たしていた。寺院は草原の「文化センター」兼病院だったのである。オルドスのウーシン旗

には「シャラ・ジョー」こと瑞雲寺という有名な寺があった。かつて著名な詩人ゲシクパトもシャラ・ジ

ョーを謳歌した詩を残している(楊 2002:56‐ 59)。 シャラ・ジョーは文化大革命中に破壊された。

1987年 9月 、研修のついでにシャラ・ジョーを訪れた時、その無残な遺跡を見た詩人は「シャラ0ジョ

ー寺の回想」(Sira Jut‐yi Mёrigedobe,No.6,20と いう詩を書き残している。

もar・ a Ehge

シャル・エリゲ(シャルリク)という地は

SabaY qarYan‐ a tai

シャパクとハラガナクが生い茂る

Sayiqan sili Yttar al

美しい草原だ。

こar・a Juu

シャラ 0ジ ョーという寺も

もar‐ a deber tai

黄色い屋根に覆われた

Sayiqan barilY‐ aa!

美しい建物だつた。

こar・ a qar・ a

僧俗ともに

Sittti mёrgigsen

敬い、参った

Sayiqan sim‐ e

美しい寺だつた。
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Sar‐ a Juu

(その)シャラ・ジョーが

Sarnlu butaral・ a

壊されてなくなった。

SⅢqan barilY‐ a odu alaY‐ a

美しい伽藍も今や廃墟になった。

Bayiba1 0du

もしも、(シャラ・ジョーが)残っていたら

Ilegiildoktil tilgtiti

決して余分な存在ではなかろう。

Sayiqan barilY‐ a

やはり、美しいままの姿でいただろう。

Bidan‐ u

我々の

Q。メこi・du

子孫たちに

Dursqal bolunam

形見となりえた(シ ャラ 0ジ ョー)

もar‐ a・yinこ asin

黄色い宗教たる佛教が

Kereg iilgtiliこu

役に立たなくとも

もar・a Juu ni kereg tei

黄色い寺たるシャラ・ジョーは役に立つ

もabarang lanra nar

僧侶どもが

Thsa tilgiiliこ u

役に立たなくとも

もabar burqan ni可輌 i bOlqu yum.… …

泥でつくつた塑像が景観となれたはずだ。

この詩は極めて素朴な言葉で以て豪華絢爛だった寺院の過去の栄光をみごとに活写している。「宗教は人
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民を毒するアヘン」と見る中国共産党は決してその存続を許さなかった。現在、文物修復の名目で各地の

寺院が建て直されて観光の資源として利用されているが、詩人にはそのような利益を目当てにした考えも

なく、ただ「景観となれれば」、と願っているようだ。

九

1990年 9月 5日 に、詩人は長年勤めていたウーシン族のチャムホク小学校の教師を引退した。その時に

書いた「′い残りの学校」CanaY‐ a‐ban UyaYuluYSan SurYaYuh mini,No.3つ 詩には、長年、心血を注いだ

学校に対する深い愛情が滲み出ている。

SaluYad yabul‐ a surYaYuh inmi

離れて行くことになった、わが学校

SanaY‐ a rnini uyaYatai oFkiYdal‐ a siu

思い切れずにいるよ。

Salul tilgiili saYubal bolumar bayin‐ a

離れずにずっと傍にいたいが

SanaY¨ aⅢbar yaYttkttu bOlun・ a biili.

思う通りにはならないね。

UyaYatai sedkel mini tende b■ i

心に残る思いは学校にあり、

Edir tegenこ lm‐ a・yi tursidaY

毎日お前を実験してきた。

UdaYan saYuYSan tula

長い歳月を重ね

Untaqu bolYan‐ du jigiildolen‐ e.                        1

今でも夜な夜な夢に現れる学校だ。

3giili‐ eこe bti boluYSan surYaYuh yum da

何もないところから始まった学校だ

胡iki tutum bayasdaY yum da

見るたびに嬉しくなる学校だ。

UdaYanjil ende saYuYSan yum biili

長年つとめてきた学校だ

ウneger ёiil sattu yadan‐ a dal

離れて行くのが辛い学校だ。
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詩人は学校から離れたが、モンゴル族の教育に強い危機感を抱いている。モンゴル語で教育を受けた者

は進学や就職などあらゆる面で不利な立場に立たされていることから、モンゴル語の学校に通う子どもも

年々減少している。こうした状況において、モンゴル人はどう対処すべきかを詩人もまだ模索中である。

十

文化大革命のような過激な政治運動が去つていった後、冷酷な市場経済の時代が訪れた。人々は過去を

清算しきれていない状況の中で、豊かになろうと我を忘れたかのように奔走しはじめた。「一部の人間は先

に富めてもよい」、というヌF小平らの政策がもたらしたのは共産党の幹部たちの腐敗と汚職である。このよ

うな新しい現象を詩人は困惑の日で見ていた。

1992年 10月 の「泥棒と嘘つきたち」(QulaYa,こ i Qudalこi nar‐ ud,No.41)と いう詩は次のようになって

いる。

QulaY〔Viこi payiza tai

泥棒のマークがついたやつ

QumuSta tngn poodan¨ a

帝釈天がお前を撃つよ。

Qud夏にi gnilng hng tei

勤務年数をごまかしたやつ

QauliⅢ yin tng五 nむ gin‐e.

(お前も)法網に落ちるよ。

QOyarjaYun tabi‐メn

「三百五1」 と称される馬鹿

QOYOSun Yabili hiil Yuvangこ tili

頭が空っばな「流光吹2」

Quyalai em‐ e

淫乱な女のような

QOyar niYur¨ tuこidkiilr

陰険な化け物め。

Miqan OYudan gedesi tei

出つ張つた肉袋のような腹をもち

Ma dai¨ yin daruY‐ a

1「三百五」とは、北部中国でよく使われる悪罵の一つだ。「命知らず」や「馬鹿」、「単純なやつ」などの意味が込め

られている。

2「 流 光 吹 」とは、中国の北でよく用いる悪罵の一つで、「法螺吹き」、「嘘つき」などの意味である。
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(空っぽな)麻袋のような役人だ。

Miq‐a tusun tonuYё i

肉と油の泥棒で

Moqur clnu‐ a

食欲な狼だ。

Eこige tei ktilmnils bOl

ててなしごでなければ

Erttiil nada‐ aca asaYu!

俺のところに聞きに来い。

Erikiこ abaY‐ un sigesiil bol

潅木の茂みの中で漏らした精子で出来た私生児ならば ‐

Ingkiged tanus tonilこ aY‐ al

さつさと消えろ。

詩人は作品の中で北部中国の漢語方言の悪罵を活用しながら、政治闘争と利益獲得の両方をうまく運用

できる共産党の幹部たちを描いている。

詩人の怒りは一首や二首では収まらなかった。1996年 1月 26日 に書いた「今時の役人たち」(Odo‐ yin

MalY‐ a tan,No.49と いう詩は次のようになっている。

Markes,Lenin,Mau ze ding‐ iiln

マルクス、レーニン、それに毛沢東の

MaYalal nutalaljob bayin‐ a

予測と論考は正しいかもしれない。

Mandttu baYuraqu qoyar‐ i

興隆と衰退の二つを

MasijObjiilngn可 Oi・

的確に推測したものだ。

TゝlaYaYur kerbe quYurbal

大黒柱がもし折れたらば

Thlqu elin ken biili!?

支える者は誰になる。

Ttilmen kerbe tilimeこibel

万人がもし騒ぎ出したら
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TobkinaYulaqu kiilmiiln ken biiLi?

鎮める者は誰になる。

Usu kerbe uyaralabal

大河がもし氾濫したら

Jasaqu elin ken biili?

堰きとめる者は誰だ。

A_Yula kerbe kodelbel

大山がもし崩れたら

TOYtaYaqu ktilmin ken biP

鎮定する者は誰だ。

Onen mor‐iyer esejamnafi

人間の道を歩まぬ

Noyad ogtiln‐ iこidaqu yuu?

役人どもにこのような能力があるか。

Omigi nOqai¨yin baYasu

臭い犬どもの糞のように

Ont・メn elimeg‐id deyilekt yuu?

今時の腐った幹部たちにそれが出来るのか。

詩人は国家としての中国そのもののあり方を心配しているのはない。混乱の状況下において、マイノリ

ティの人々がマジョリティよりも更にひどい生活を送っていることに不満を抱いている。ある無題の詩に

は次のようにある(No.7の。

SiSi daYu tai「ou pJing San

女々しい声を出す高錦山

SirbaYanaqu ni kettilreged

のさばるのも度を過ぎている。

も朗a b01uYSan mingYalang¨ un gedesin doger・ o

ダニのように女の腹の上に

Sigidttiil■ktilgsen ni tilnendei

へばり付いているのも真だ。

「
o五dal ni kettregsen Fou Fiil Seng

貪欲もほどほどにならない高富生3

3こ こではあくまでも当て字として高錦山、高富生と表記したに過ぎない。
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「
可unlaqu ni kettilttnil bayln・ a

横柄に振舞うのも真だ。

詩人のこれらの作品は人口に胎欠し、大勢の幹部たちの怒りをかったという。中にはこうした詩文を書

き写して、幹部たちの邸宅の玄関に貼りつけたという人もいるそうだ。

別の「お椀から飼料を食らう畜生ども」ettang‐ un BOrduYSan AduYusu,No。 79)という詩は以下のよう

になっている。

もaliY em‐ e‐eこe tёrigsen

淫らな女から生まれた子に

Sayin ures cdken

良い者は少ない。

SabaY‐轟a tegigsen mOgi‐di

潅木(シャパク)か ら拾つた茸に

SⅢn amta alaY‐a

美味しい物は少ない。

QarYan‐ a‐ aёa oluYSan kiiliil

茂みの中から拾った私生児は

Qara qOur‐ a tai

毒毒しい。

QabiduYSan Yttariyar

歩いた先々で

Qara ttu yabudaY

悪を働いて回る。

Jabaqai sanaYa t五

陰湿な心をもち

Jaq‐ a‐yin kiilmiiln‐ til diilH tei

漢土の連中のような顔つきをもつ。

Jalttu duYSan eこ ige tgti

てておや知らずめ

Janl‐un Kitad‐ un sigestil

ならず者漢人の種だ。

内モンゴル自治区のような少数民族地域においては、「少数民族出身者」を優先的に行政や企業に登用す
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る、という政策がある。しかし、実際は人口の面で圧倒的に大多数を占める漢人の幹部たちが実権を握っ

ている。詩人も決して安易に漢人を嫌う軽薄な民族主義者ではなく、大民族であるがゆえに、マイノ
‐リテ

ィの痛みが分からない「ならずもの漢人」たちを批判しているに過ぎない。

十‐ _

現在、詩人ドルジエマはウーシン旗西部の小さな町でひっそりと家族らと暮らしている。詩人の自宅に

は詩文を愛するモンゴル人たちが頻繁に訪れて、天下の情勢について語り合っている。人間として、モン

ゴル人としてどうあるべきか、どのような道を歩んでいくべきか、とても哲学的な論壇が展開されている。

まわりのモンゴル人たちは詩人ドルジエマの存在を高く評価しているし、彼も自分の作品が民間に広く伝

わっていることを誇りに思つている。1997年 5月 、彼は「人間」(Kimun,No.52)と いう詩を書き、そこ

に次のような内容がある。

MOngYOl kiilmiiln lnOkedeg iilglili

モンゴル人は滅ぶことのない

MOngke nasutai tilndisiilten

永久なる民族だ。

MaYuu yaru keged tilgtili

悪いことをしない

MOnggiiln ёaYan sedkel tei

純白な心をもつ民族だ。

Ulus ger tegen iidktl tei

仲間と家族を愛し

UY・ aこa jttumtai indistten

生まれつき礼儀正しい民族だ。

UnaYSan sirui daYan qaylratai

故郷草原を愛し

Uneger yosutai nilndillsiten

真に礼節を守る民族だ。

「モンゴル族は滅ばない」。という信念が草原の人々に共有されていることを詩人は大きな名誉だと理解し

ている。詩人の作品はそのままの形では現在の中国では発表できないのを詩入自身も分かつている。これ

からは詩の内容だけでなく、詩内の独特な言語学的な表現や、オルドス・モンゴル語特有の語彙なども研

究されることを詩人は願っている。
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